
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

下
池
原
（
３
月
10
日
）

谷

　口

　マ
ユ
ミ

　さ
ん

奈
良
市
（
３
月
16
日
）

岸

　本

　徹

　史

　さ
ん

ご卒業・ご卒園おめでとうございます
　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月16日、保育所では３月27日
にそれぞれ卒業式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸惑いもあると思いますが、
共に過ごした仲間との思い出を胸に、勇気をもって新たな一歩を踏み出してく
ださい。
　特に、中学校を卒業された皆さんはこれまで慣れ親しんだこの下北山村を離
れ、また親元を離れての生活となり、今までと全く違った環境の中で新しい生
活がスタートします。中学校時代に学んだことを自信にして精一杯頑張ってく
ださい。
　なお、卒業・卒園された皆さんは次のとおりです。（敬称略）

中学校
・和田　恵歩
・野田　妃那
・嶋中　来美

保育所
・上平　美怜
・井奥　漣
・峯　一会



令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針

　
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
、
令
和
２

年
第
１
回
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

南
村
長
は
令
和
２
年
度
に
お
け
る
施
政

方
針
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
し

ま
し
た
。

　
本
日
、
令
和
２
年
３
月
下
北
山
村
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
新
年
度

の
施
政
方
針
と
主
要
施
策
の
概
要
等
に

つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
、
議
員
各
位

並
び
に
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、

世
界
中
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本
国

内
で
も
毎
日
の
よ
う
に
新
た
な
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
、
学
校
の
臨
時
休
校
、
経
済

活
動
の
縮
小
等
、
国
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
本
村
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
村
主
催

の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
を

決
定
す
る
ほ
か
、
国
の
要
請
に
基
づ
き

小
中
学
校
で
は
、
３
月
５
日
か
ら
春
休

み
ま
で
の
臨
時
休
校
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　
国
の
基
本
方
針
や
県
の
指
導
の
も

と
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を

最
優
先
に
、
感
染
防
止
に
必
要
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
手
洗
い

う
が
い
の
励
行
等
、
感
染
予
防
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
正
し
い
情
報
に
基
づ
い

た
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
収
束
を
望
む

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
末
に
は
新
国
立
競
技

場
が
完
成
披
露
さ
れ
、
準
備
も
大
詰
め

を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
の
干
支
は
、「
庚
子
（
か

の
え
・
ね
）」
の
年
で
あ
り
、
始
ま
り

の
意
味
を
持
つ
「
子
（
ね
）」
と
、
力

強
さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
庚
（
か
の

え
）」
が
合
わ
さ
り
、庚
子
の
年
は
「
変

化
の
多
い
年
」
と
も
言
い
表
さ
れ
て
い

ま
す
。「
良
い
変
化
」
の
年
と
な
る
こ

と
を
願
い
つ
つ
、
職
員
と
と
も
に
「
ワ

ン
チ
ー
ム
」
と
な
り
、
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
８
年
３
月
に
米
国
の

通
商
法
に
基
づ
く
対
中
経
済
制
裁
措
置

の
発
動
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
経
済
規
模
が
世
界
第
１
位
の
米

国
と
、
第
２
位
の
中
国
と
の
経
済
大
国

同
士
が
互
い
に
追
加
関
税
を
か
け
合
う

貿
易
摩
擦
が
激
化
し
て
い
た
折
、
本
年

１
月
15
日
、
貿
易
交
渉
に
お
い
て
休
戦

協
定
と
な
る
「
第
一
段
階
」
の
合
意
署

名
に
達
し
、
追
加
関
税
の
か
け
合
い
に

ひ
と
ま
ず
歯
止
め
が
掛
か
っ
た
の
も
つ

か
の
間
、時
を
同
じ
く
し
て
本
年
１
月
、

中
国
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
世

界
経
済
の
先
行
き
に
不
安
が
高
ま
っ
て

お
り
、
国
内
外
の
経
済
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
内
外
に
お
い
て
不
透

明
感
が
増
す
中
、
２
月
28
日
に
国
の
令

和
２
年
度
予
算
案
が
衆
議
院
本
会
議
を

通
過
し
、
年
度
内
に
成
立
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額

が
１
０
２
兆
６
千
５
８
０
億
円
と
８
年

連
続
で
過
去
最
大
と
な
っ
た
ほ
か
、
当

初
予
算
と
し
て
は
19
年
度
に
引
き
続
き

１
０
０
兆
円
の
大
台
を
超
え
て
い
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
は
、「
第
２
期
下
北
山

村
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の
初
年
度
と

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
10
月
に
策
定
し

た
「
第
１
期
下
北
山
村
地
方
創
生
総
合

戦
略
」
の
重
点
施
策
を
引
き
続
き
推
進

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
各

種
施
策
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
か
つ

国
の
政
策
を
取
り
入
れ
な
が
ら
今
後
５

年
間
の
「
第
２
期
下
北
山
村
地
方
創
生

総
合
戦
略
」に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
土
台
と
し
て
、
活

力
あ
る
村
づ
く
り
、
高
齢
者
の
皆
様
に

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
民
の
皆
様
と
行
政
が
手
を
携

え
て
、「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
」、「
行
き
た
い
、
行
っ
て
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
村
づ
く
り

に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年

６
月
に
は
保
・
小
・
中
合
同
校
舎
が
完

成
し
、
９
月
に
は
中
学
校
が
新
校
舎
に

移
転
し
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。併
せ
て
、

旧
校
舎
の
解
体
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

や
プ
ー
ル
整
備
が
始
ま
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
効
率
的

な
事
業
執
行
を
意
識
し
て
予
算
編
成
に

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
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取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
本
村
の

令
和
２
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会

計
24
億
６
千
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
１
億
１
千
５
０
０
万
円
、約
４
．５
％

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
７
会
計
の
合
計
は
、

５
億
７
千
７
０
２
万
３
千
円
で
、
前

年
度
比
５
６
０
万
４
千
円
、
約
０
．

９
６
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
７
会
計
合
計
で

は
、
30
億
４
千
６
０
２
万
３
千
円
で
、

前
年
度
比
１
億
２
千
60
万
４
千
円
、３
．

８
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
に
お
い
て
、
村
税
で
は
固

定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
で
約
２
百
万

円
の
増
収
、
地
方
譲
与
税
の
森
林
環
境

譲
与
税
が
前
年
度
よ
り
約
１
千
万
円
の

増
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
県
支
出
金
で
は

昨
年
に
引
き
続
き
地
方
創
生
関
連
の
交

付
金
等
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
前

年
度
計
上
し
て
お
り
ま
し
た
災
害
復
旧

等
（
前
鬼
線
）
の
補
助
金
の
減
額
も
あ

り
、
国
県
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
減

少
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
入
比
率
の
一
番
大
き
な
地

方
交
付
税
は
、
前
年
度
予
算
と
比
較
し

３
千
万
円
を
増
額
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
増
額
の
要
因
と
し
て
は
、
新
年
度

に
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
措
置
に

よ
る
財
源
を
活
用
し
て
算
定
さ
れ
る

「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
（
仮
称
）」
の

創
設
が
主
な
要
因
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
着
工
し
て
い
る
保
・
小
・
中
合

同
校
舎
建
設
の
本
体
工
事
や
新
年
度
に

実
施
す
る
中
学
校
の
旧
校
舎
の
解
体
及

び
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
プ
ー
ル
整
備
や

イ
ン
フ
ラ
投
資
等
の
た
め
、
前
年
度
と

同
様
に
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
と
村
債
の
発
行
額
も
前
年
度
と
同

様
に
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
村
債
に
つ
い
て
は
、
財
政
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
後
年
度
に
財
政

措
置
の
あ
る
過
疎
債
や
辺
地
債
等
、
交

付
税
算
入
率
の
高
い
有
利
な
村
債
の
発

行
を
主
に
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
地
域
資
源
を
活
か
し
た
林
業
の
推
進

と
し
て
、
地
方
創
生
関
連
交
付
金
と
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
自

伐
型
林
業
を
継
続
し
て
展
開
し
、
持
続

可
能
な
林
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
再
稼
働
し

た
林
産
加
工
施
設
に
お
い
て
は
、
本
村

の
林
業
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
林

産
物
の
利
用
促
進
と
雇
用
の
場
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
る

公
共
施
設
建
設
等
の
木
質
化
も
推
進

し
、
村
内
で
素
材
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
す
べ
て
完
結
す
る

６
次
産
業
化
を
引
き
続
き
目
指
し
ま

す
。
加
え
て
、
平
成
31
年
４
月
に
制
定

さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
法
に
関
連
し

た
、
森
林
所
有
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
公
的
な

森
林
管
理
の
方
法
や
森
林
所
有
者
の
相

続
等
、
困
り
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
会

及
び
自
伐
型
林
業
の
施
業
フ
ィ
ー
ル
ド

の
確
保
等
に
つ
い
て
、
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
業
務
を
活
用
し
推
進
し
ま

す
。

◆
起
業
・
就
業
支
援
で
は
、
平
成
29
年

度
に
整
備
し
た
「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
者
の
拡
大

と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
進

め
る
と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の

実
施
に
よ
り
賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、「
起
業
支
援
補
助
金
」
に
つ

い
て
も
、
令
和
元
年
度
に
１
件
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
度
の
開
業
を

進
め
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
村
内
起
業
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
支
援
事
業
と
し
て
、
平
成

28
年
度
に
、
下
北
山
む
ら
コ
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
１
期
生
が
勤
め
て
い
る
（
株
）
リ

ヴ
ァ
と
奈
良
県
、
下
北
山
村
と
の
３
者

で
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
づ
く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を

締
結
し
、
３
年
間
に
わ
た
り
実
証
実
験

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
蓄
積

し
た
デ
ー
タ
等
の
総
合
的
判
断
の
結

果
、（
株
）
リ
ヴ
ァ
に
よ
る
本
村
で
の

事
業
所
開
設
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
奈
良
県
と
共
同

で
、
村
内
で
の
事
業
所
開
設
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
移
住
促
進

と
地
元
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

◆
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

特
産
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
図
る

た
め
の
認
定
シ
ー
ル
の
普
及
、
及
び
特

産
品
冊
子
を
活
用
し
て
の
販
売
促
進
を

行
う
ほ
か
、ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト「
さ

と
ふ
る
」
の
商
品
に
つ
い
て
も
出
品
数

を
増
や
す
な
ど
、
納
税
額
の
向
上
を
目

森
と
生
き
る
「
仕
事
づ
く
り
、
も
の

づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
」
に
つ
い
て
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指
し
ま
す
。

◆
獣
害
対
策
で
は
、「
有
害
獣
防
除
柵

設
置
補
助
金
」、「
獣
害
対
策
奨
励
補
助

金
」
及
び
担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
の

「
猟
銃
免
許
取
得
補
助
金
」
も
継
続
し

ま
す
。

　
ま
た
、
熊
の
目
撃
情
報
も
多
く
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
「
熊
檻
」

を
購
入
し
危
機
対
応
能
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

◆
令
和
元
年
度
に
関
係
人
口
創
出
事
業

と
し
て
、
下
北
山
む
ら
コ
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
３
期
生
が
中
心
と
な
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
る
移
住
体
験
施
設
は
、
施
設

を
整
備
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
建

設
を
通
じ
て
多
く
の
大
学
生
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
及
び
地
域
の
人
々
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
単

な
る
移
住
体
験
施
設
の
み
に
留
ま
ら

ず
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
た
地
域
の

方
々
と
の
生
活
交
流
体
験
も
含
め
、
継

続
し
た
関
係
人
口
の
創
出
に
努
め
、
地

域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
移
住
促
進
の
機

運
を
高
め
る
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
下
北
山
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
に
対
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
事
業
と
連
動
し
て
地

域
に
貢
献
い
た
だ
け
る
関
係
人
口
創
出

を
目
指
し
ま
す
。

◆
観
光
拠
点
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
で
は
、
奈

良
県
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
に
新
た

に
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
中
心
と
し

た
拠
点
づ
く
り
（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ビ

レ
ッ
ジ
構
想
）」
と
し
て
、
合
宿
施
設

や
グ
ラ
ン
ド
、
道
の
駅
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
た
め
の
基
本
構
想
策
定
の
予
算

措
置
を
講
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
県
と
連
携
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
・

整
備
を
順
次
進
め
て
お
り
、
水
力
発
電

交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施

設
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

◆
移
住
・
定
住
の
促
進
で
は
、
引
き
続

き
空
き
家
の
活
用
も
含
め
て
、
専
門
機

関
と
協
力
し
て
移
住
先
の
家
の
紹
介
と

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
空
き
家
問
題
が
深

刻
化
す
る
昨
今
、
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
、
村
全
体
の
空
き

家
の
把
握
と
適
切
な
管
理
や
利
活
用
に

つ
い
て
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
併

せ
て
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
引
き
続
き
新
築
・
空
き
家
購
入
・

改
修
の
補
助
及
び
家
賃
補
助
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

◆
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
地
域
で
支

え
る
村
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
祝
い
金
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
の

紙
お
む
つ
購
入
助
成
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
も
、

乳
幼
児
健
診
や
妊
産
婦
検
診
、
不
妊
治

療
や
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

◆
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
か
ら
保
育
料
は
無
料
と
な
り
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
早
朝
保
育
・
延
長
保
育

の
実
施
や
一
歳
児
保
育
の
受
け
入
れ

等
、
保
育
事
業
の
よ
り
一
層
の
充
実
・

強
化
を
図
っ
て
子
育
て
支
援
に
努
め
ま

す
。

◆
障
害
者
福
祉
で
は
、
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
基
本
計
画
、

障
害
児
基
本
計
画
、
障
害
者
福
祉
計
画

の
見
直
し
の
年
と
な
り
、
次
期
計
画
の

策
定
を
行
い
ま
す
。

◆
介
護
事
業
で
は
、
３
年
毎
に
見
直
し

て
村
の
介
護
事
業
の
方
向
性
を
示
す
介

護
保
険
事
業
計
画
（
第
８
期
）
の
策
定

を
行
い
ま
す
。

◆
健
康
管
理
事
業
と
し
て
、
総
合
健
診

や
が
ん
検
診
、
各
種
予
防
教
室
や
相
談

会
、
各
種
予
防
接
種
等
を
引
き
続
き
実

施
す
る
ほ
か
、
禁
煙
外
来
の
補
助
も
希

望
者
に
行
い
、
村
民
の
健
康
管
理
に
努

め
ま
す
。

◆
高
齢
者
支
援
で
は
、
高
齢
者
の
お
困

り
ご
と
対
策（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
、

草
刈
り
、
土
曜
朝
市
等
）
に
つ
い
て
、

サ
ポ
ー
ト
き
な
り
と
連
携
し
て
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆
い
こ
い
の
郷
で
は
、
入
居
者
の
方
が

利
用
す
る
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
一

式
の
入
れ
替
え
を
行
い
、
入
居
者
の
安

全
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◆
歯
科
診
療
所
関
係
で
は
、
昨
年
９
月

末
か
ら
歯
科
医
師
不
在
で
あ
っ
た
と
こ

森
に
遊
ぶ
「
も
て
な
し
、ふ
れ
あ
い
、

感
動
づ
く
り
」
に
つ
い
て

森
で
育
む
「
子
ど
も
の
笑
顔
と

き
な
り
ラ
イ
フ
」
に
つ
い
て
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ろ
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
、
吉
野
郡
歯

科
医
師
会
及
び
吉
野
保
健
所
の
ご
尽
力

の
も
と
、
新
年
度
か
ら
新
た
に
奈
良
県

立
医
科
大
学
口
腔
外
科
医
師
を
派
遣
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

診
察
に
つ
い
て
は
週
１
回
（
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◆
教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
下
北
山
村

な
ら
で
は
の
密
度
の
濃
い
教
育
の
実
現

を
目
指
し
、
小
学
校
に
お
い
て
は
引
き

続
き
複
式
学
級
解
消
と
特
別
支
援
学
級

補
助
の
た
め
の
村
費
教
員
を
配
置
し
ま

す
。

◆
児
童
の
放
課
後
支
援
に
つ
い
て
は
、

１
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
を
継

続
実
施
し
、
そ
の
他
に
放
課
後
子
ど
も

教
室
と
し
て
書
道
教
室
や
英
会
話
教
室

を
開
設
し
ま
す
。

◆
中
学
校
に
お
い
て
は
、
免
許
外
教
科

解
消
の
た
め
村
費
教
員
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
中
に

復
習
と
受
験
勉
強
を
目
指
し
た
公
設
塾

を
開
設
し
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
の
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
少
人
数
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
遠
隔
教
育

へ
の
取
り
組
み
を
充
実
し
他
校
と
の
交

流
を
深
め
る
ほ
か
、
引
き
続
き
村
費
教

育
指
導
主
事
を
配
置
し
、
若
い
教
師
の

能
力
開
発
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
小
・
中
一
貫
教
育
へ
向
け
て
の

基
盤
づ
く
り
の
調
整
と
進
展
に
努
め
、

義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
を
目
指
し
ま

す
。

◆
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
支
援
対
策
と
し
て
は
、

引
き
続
き
就
学
援
助
費
や
特
別
支
援
教

育
就
学
奨
励
費
補
助
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
併
せ
て
、
高
等
学
校
進
学
者
に
つ

い
て
は
奨
学
制
度
の
継
続
や
、
県
立
寄

宿
舎
や
私
立
学
校
寮
へ
の
入
寮
者
支
援

と
し
て
、
寮
費
の
一
部
を
支
援
す
る
奈

良
県
立
高
等
学
校
総
合
寄
宿
舎
等
入
寮

者
支
援
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

◆
現
在
建
設
中
の
合
同
校
舎
の
小
・
中

学
校
に
、
国
の
支
援
を
受
け
て
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
（
校
内
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
）
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
国
の

計
画
に
沿
い
令
和
２
年
度
以
降
に
全
学

年
の
児
童
・
生
徒
に
端
末
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
令
和
２
年
６
月
に
は
保
・

小
・
中
合
同
校
舎
が
完
成
予
定
で
あ

り
、
中
学
校
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
は
同
年
９
月
の
開
校
及
び
業
務
移

転
を
、
小
学
校
に
お
い
て
は
令
和
３
年

４
月
の
開
校
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
校
舎
の
各
種
内
部
設
備
等
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
教
材
等

物
品
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
支
援
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
安
全
な
道
づ
く
り
で
は
、
村
道
池
郷

線
、
大
小
井
ウ
ノ
ス
線
の
災
害
防
除
工

事
の
継
続
、
上
桑
原
地
区
の
村
道
上
桑

原
４
号
線
の
新
設
工
事
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
村
道
橋
梁
点
検
業

務
及
び
改
修
工
事
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

◆
林
道
で
は
、
四
ノ
川
線
と
ト
ボ
ト
谷

線
で
環
境
保
全
工
事
を
継
続
し
て
実
施

す
る
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
も
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
予
算
に
は
現
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
庁

舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
10
月

に
開
催
さ
れ
た
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
小
学
校
を
全
面
改
築
し
て

移
転
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
定
の
ご
理

解
を
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
議

員
構
成
で
は
新
築
も
含
め
て
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見
も
あ

り
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
多
く
の
皆

様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
財
政
的
な

こ
と
も
含
め
て
、
新
築
及
び
改
築
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
な

角
度
か
ら
の
検
討
を
重
ね
て
、
皆
様
の

総
意
・
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
の
診
療
所
、
教
員
住
宅
、
公
営
住

宅
等
の
再
整
備
に
つ
い
て
も
、
庁
内
で

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
併
せ
て
、
こ
れ
も
予
算
に
は
現
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
令
和
２
年
３
月
末
に
池

原
ダ
ム
が
水
利
権
更
新
期
限
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
ダ
ム
に
起
因
す
る
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
村
と
関
係
機
関
が
連
携

し
な
が
ら
、
電
源
開
発
株
式
会
社
と
今

後
の
協
議
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

令和２年度 当初予算 総額30億 4,602万3千円（対前年度比3.8％減）
３月定例議会において承認された、令和

一般会計 24億6,900万 円（対前年度比4.5％減）

（対前年度比0.96％減）

２年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　3.6% その他　0.2％

農林水産業費
2.9％

議会費　1.5％

総務費
15.0％

公債費
9.2％

教育費
41.0％

消防費　3.9％

土木費
5.8％

民生費
9.2％

衛生費
7.0％

商工費
4.3％

村　税
9.9%

村　債
28.1%

地方交付税
31.2%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.1%

国庫支出金 4.5%
県支出金 3.0%

繰越金
1.0%

繰入金
17.4%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計 5億7,702万3千円 基金の状況 （一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

243,616 770,000 4,525 28,374 112,465 73,277 428,410 25,000 693,000 90,333 2,469,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

歳 出歳 入

90,33332,067 23,020 12,932 4,001 18,313

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

Ｒ２年度

Ｒ１年度

差　　額（千円）

前年度比（　％　）

134,400

177,329

▲ 42,929

▲ 24.21

98,727

89,414

9,313

10.42

54,027

46,291

7,736

16.71

12,870

13,458

▲ 588

▲ 4.37

58,739

48,813

9,926

20.33

195,083

185,410

9,673

5.22

23,177

21,912

1,265

5.77

577,023

582,627

▲ 5,604

▲ 0.96

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

37,158 370,476 226,053

労　働　費

100

予　備　費

4,238

計

4,338

173,506 71,440 105,719 143,223 96,076 1,012,711 228,300 4,338 2,469,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

397,863 309,009 14,384 36,702 230,638 1,022,464 228,300 23,681 0 1,540 200,181 4,238

合　計

2,469,000

基　金　の　名　称 令和元年度末
現在高（見込）

令和２年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和元年度末

現在高（見込）
令和２年度末
現在高（見込）

地域福祉基金（シルバー募金）

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,789,412

108,123

300,344

256,051

1,366,773

108,198

300,514

257,166

43,570

60,376

11,365

44,869

2,614,110

44,480

60,726

9,580

61,944

2,209,381

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金
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一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳出・性質別）

その他の内訳

令和２年度 当初予算 総額30億 4,602万3千円（対前年度比3.8％減）
３月定例議会において承認された、令和

一般会計 24億6,900万 円（対前年度比4.5％減）

（対前年度比0.96％減）

２年度当初予算の概要は次のとおりです。

その他　3.6% その他　0.2％

農林水産業費
2.9％

議会費　1.5％

総務費
15.0％

公債費
9.2％

教育費
41.0％

消防費　3.9％

土木費
5.8％

民生費
9.2％

衛生費
7.0％

商工費
4.3％

村　税
9.9%

村　債
28.1%

地方交付税
31.2%

分担金及び負担金 0.2％
使用料及び手数料 1.1%

国庫支出金 4.5%
県支出金 3.0%

繰越金
1.0%

繰入金
17.4%

※交付金…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金
　　　　　地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金

一般会計（歳入）

その他の内訳

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計 5億7,702万3千円 基金の状況 （一般会計分）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

村　　税

243,616 770,000 4,525 28,374 112,465 73,277 428,410 25,000 693,000 90,333 2,469,000

地方交付税 分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料 国庫支出金 県支出金 繰入金 繰越金 村　　債 その他 合　　計

歳 出歳 入

90,33332,067 23,020 12,932 4,001 18,313

合　　計諸　収　入寄　付　金財産収入交　付　金地方譲与税

国民健康保険 診　療　所 簡 易 水 道 池の平公園 スポーツ公園 介 護 保 険 後期高齢者 合　　　計

Ｒ２年度

Ｒ１年度

差　　額（千円）

前年度比（　％　）

134,400

177,329

▲ 42,929

▲ 24.21

98,727

89,414

9,313

10.42

54,027

46,291

7,736

16.71

12,870

13,458

▲ 588

▲ 4.37

58,739

48,813

9,926

20.33

195,083

185,410

9,673

5.22

23,177

21,912

1,265

5.77

577,023

582,627

▲ 5,604

▲ 0.96

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他 合　計

37,158 370,476 226,053

労　働　費

100

予　備　費

4,238

計

4,338

173,506 71,440 105,719 143,223 96,076 1,012,711 228,300 4,338 2,469,000

予備費繰出金貸付金投資及び
出資金公債費普通建設

事業費補助費等扶助費維　持
補修費物件費人件費 積立金

397,863 309,009 14,384 36,702 230,638 1,022,464 228,300 23,681 0 1,540 200,181 4,238

合　計

2,469,000

基　金　の　名　称 令和元年度末
現在高（見込）

令和２年度末
現在高（見込） 基　金　の　名　称 令和元年度末

現在高（見込）
令和２年度末
現在高（見込）

地域福祉基金（シルバー募金）

公 共 施 設 基 金

消防団員特別出動等基金

漁 業 施 設 基 金

そ の 他

　 計 　

1,789,412

108,123

300,344

256,051

1,366,773

108,198

300,514

257,166

43,570

60,376

11,365

44,869

2,614,110

44,480

60,726

9,580

61,944

2,209,381

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁 舎 建 設 基 金
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　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者が国民健康

保険税を納め、お互いを助け合う社会保障制度です。我が国の医療保険を支える制度であり、将来

にわたり安定的に運営していく必要があります。

　しかし、国民健康保険は「被保険者の年齢構成が高く医療費水準が高い」「低所得者の被保険者

が多く所得水準が低い」という構造的な課題を抱えています。このような課題に対応するために法

律が改正され、平成30年度から都道府県が市町村とともに国保の運営を担い、財政運営の責任主体

となって国民健康保険制度の安定化を図っております。

　奈良県においては、同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも同じ保険料になるよう

令和６年度までに、段階的に保険料水準の統一化を目指しており、本村では令和2年度に2回目の税

率改定を実施します。

　加入者の皆様には、これまで以上の負担をお願いすることとなり、大変申し訳ございませんが、

国民健康保険財政を取り巻く厳しい状況をご理解の上、税率の改正にご協力を頂きますよう、よろ

しくお願いいたします。

医療費の適正化にご協力ください
1、急病などやむを得ない場合以外は、診療時間外の受診は控えましょう
2、重複受診（はしご受診）はやめましょう
3、かかりつけ医を持ちましょう
4、薬のもらいすぎには注意しましょう
5、ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しましょう

ジェネリック医薬品を希望されます方は、保険証更新時に同封しておりますジェネリック希
望シールを保険証又はお薬手帳に貼ってご利用ください。

国民健康保険加入者の皆さまへ
《令和2年度から国民健康保険税率が変わります》

問い合わせ先：住民課国民健康保険係（☎６－０００１）

所得割（％）

均等割（円）

平等割（円）

4.7

14,200

17,800

5.7

18,400

18,600

1.0

4,200

800

2.0

8,000

6,000

2.45

9,100

6,800

0.45

1,100

800

1.47

10,600

―

2.13

13,800

―

0.66

3,200

―

改定前
(R1)

基礎課税分（医療給付分）
（国保に加入するすべての方）

後期高齢者支援金分
（国保に加入するすべての方）

介護納付金分
（国保に加入する40歳～65歳未満の方）

改定後
(R2) 上り幅 改定前

(R1)
改定後
(R2) 上り幅 改定前

(R1)
改定後
(R2) 上り幅

【改定前後の税率の比較】

ジェネッリック医薬品（後発医薬品）とは？
・新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に製造販売される、新薬と同一の有効成分を同一含み、
効き目が同等な医薬品のことです。

村民のみなさまへ
~ 新型コロナウイルス感染症を防ぐには ~

　風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に、お一人お一人の咳エチケットや手洗いなどの
実施をお願いいたします。
 日常生活で気を付けること
〇帰宅時・調理の前後・食事前など、こまめに手を洗いましょう。
〇くしゃみや咳が出るときは、ほかの人にうつさないためにもマスクを着用するなどの咳エ
チケットを心がけてください。マスクがない時は、ティッシュなどで鼻と口を覆い周囲の
人からなるべく離れます。とっさの時は、袖や上着の内側で覆いましょう。
〇持病がある方やご高齢の方は、できるだけ人混みの多い場所を避けるなど、より一層注意
してください。
〇また、咳や発熱など体調がすぐれない時は、症状を悪化させないために、また人にうつさ

ないために、無理せず休むようにしましょう。
 こんな方は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください
〇流行地（中華人民共和国湖北省・浙江省・大韓民国大邱広域市・慶尚北道清道郡）とのつ
ながりがある方
〇職場や旅行先等の状況で、新型コロナウイルス感染症の不安がある方
〇風邪の症状や発熱が４日以上続いている、強いだるさや息苦しさがある方で、まだ医療機
関を受診していない方　など

奈良県庁

奈良県吉野保健所

0742-27-1132

0747-52-0551

0742-22-5510

0747-52-7259

平　日　 8：30 ～ 21：00

土日祝　10：00 ～ 16：00

夜　間

相談窓口 電話番号 FAX番号 対応時間
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　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者が国民健康

保険税を納め、お互いを助け合う社会保障制度です。我が国の医療保険を支える制度であり、将来

にわたり安定的に運営していく必要があります。

　しかし、国民健康保険は「被保険者の年齢構成が高く医療費水準が高い」「低所得者の被保険者

が多く所得水準が低い」という構造的な課題を抱えています。このような課題に対応するために法

律が改正され、平成30年度から都道府県が市町村とともに国保の運営を担い、財政運営の責任主体

となって国民健康保険制度の安定化を図っております。

　奈良県においては、同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも同じ保険料になるよう

令和６年度までに、段階的に保険料水準の統一化を目指しており、本村では令和2年度に2回目の税

率改定を実施します。

　加入者の皆様には、これまで以上の負担をお願いすることとなり、大変申し訳ございませんが、

国民健康保険財政を取り巻く厳しい状況をご理解の上、税率の改正にご協力を頂きますよう、よろ

しくお願いいたします。

医療費の適正化にご協力ください
1、急病などやむを得ない場合以外は、診療時間外の受診は控えましょう
2、重複受診（はしご受診）はやめましょう
3、かかりつけ医を持ちましょう
4、薬のもらいすぎには注意しましょう
5、ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しましょう

ジェネリック医薬品を希望されます方は、保険証更新時に同封しておりますジェネリック希
望シールを保険証又はお薬手帳に貼ってご利用ください。

国民健康保険加入者の皆さまへ
《令和2年度から国民健康保険税率が変わります》

問い合わせ先：住民課国民健康保険係（☎６－０００１）

所得割（％）

均等割（円）

平等割（円）

4.7

14,200

17,800

5.7

18,400

18,600

1.0

4,200

800

2.0

8,000

6,000

2.45

9,100

6,800

0.45

1,100

800

1.47

10,600

―

2.13

13,800

―

0.66

3,200

―

改定前
(R1)

基礎課税分（医療給付分）
（国保に加入するすべての方）

後期高齢者支援金分
（国保に加入するすべての方）

介護納付金分
（国保に加入する40歳～65歳未満の方）

改定後
(R2) 上り幅 改定前

(R1)
改定後
(R2) 上り幅 改定前

(R1)
改定後
(R2) 上り幅

【改定前後の税率の比較】

ジェネッリック医薬品（後発医薬品）とは？
・新薬（先発医薬品）の特許が切れた後に製造販売される、新薬と同一の有効成分を同一含み、
効き目が同等な医薬品のことです。

村民のみなさまへ
~ 新型コロナウイルス感染症を防ぐには ~

　風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に、お一人お一人の咳エチケットや手洗いなどの
実施をお願いいたします。
 日常生活で気を付けること
〇帰宅時・調理の前後・食事前など、こまめに手を洗いましょう。
〇くしゃみや咳が出るときは、ほかの人にうつさないためにもマスクを着用するなどの咳エ
チケットを心がけてください。マスクがない時は、ティッシュなどで鼻と口を覆い周囲の
人からなるべく離れます。とっさの時は、袖や上着の内側で覆いましょう。
〇持病がある方やご高齢の方は、できるだけ人混みの多い場所を避けるなど、より一層注意
してください。
〇また、咳や発熱など体調がすぐれない時は、症状を悪化させないために、また人にうつさ

ないために、無理せず休むようにしましょう。
 こんな方は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください
〇流行地（中華人民共和国湖北省・浙江省・大韓民国大邱広域市・慶尚北道清道郡）とのつ
ながりがある方
〇職場や旅行先等の状況で、新型コロナウイルス感染症の不安がある方
〇風邪の症状や発熱が４日以上続いている、強いだるさや息苦しさがある方で、まだ医療機
関を受診していない方　など

奈良県庁

奈良県吉野保健所

0742-27-1132

0747-52-0551

0742-22-5510

0747-52-7259

平　日　 8：30 ～ 21：00

土日祝　10：00 ～ 16：00

夜　間

相談窓口 電話番号 FAX番号 対応時間
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今月号の協力隊のつぶやきは
仲奈央子が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その82

　こんにちは！BIYORI
（ビヨリ）の管理人の仲奈
央子です。
　初めて訪れてくれる方
や、お電話でのお問い合わ
せも増えています。
　コーヒーを飲みに来るご
近所さん！お仕事をしに来
る村外の方！得意料理をお
裾分けしてくれるご婦人！
プリンターを活用してくれ
る方！パソコンの使い方の
相談に来てくれる方！学校帰りに顔を出してくれる小学生！「面白い場所見つけた」と言ってくれる隣
町の若者！
　さまざまな方が集まる場所になっています。たまたま同級生と出会ったり、いつもは話さない方と隣
同士で座ってみたり。自然と交流が生まれるBIYORIを、今後ともよろしくお願いします。
　※昨年11月に導入した薪ストーブも、春になり、そろそろ役目を終えます

◎下北山村役場

◎保険センター

〒

★
229

425

( 旧やまびこ寮 )
BIYORI

◎保健センター

◎下北山村役場

ビ ヨ リ

BIYORI
(旧やまびこ寮)

公式フェイスブックをチェック♪
携帯電話のカメラで読み取り→

カフェメニュー

挽きたて豆のコーヒー 300円
紅茶、番茶など 200円

お仕事メニュー
１日使い放題で500円

wi-fi、電源コンセント、フリーキッチン、
フリードリンク、プロジェクター、文房具、
シャワー利用、洗濯機利用など含みます。

※プリンターご利用の場合
モノクロ１枚10円（両面の場合は１枚20円）
カラー１枚30円（両面の場合は１枚60円）

ー

( )
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け
て
く
だ
さ
い
ね
。

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

き
れ
い
な
桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

【
日
　
時
】
4
月
7
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時

【
場
　
所
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
送
迎
要
事
前
申
込
み

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
は
も
う
お
済
で

す
か
？「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。

早
期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」
こ
う

い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
広
報
に
申
込
み
用
紙（
黄
色
）

を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み

用
紙
に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】①
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
②
5
月
25
日
（
月
）

※
25
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
送
迎
あ
り

◎
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど
…
な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
、
肩
こ
り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
日
　
時
】

①
４
月
22
日
（
水
）
美
尻
コ
ー
ス

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

②
５
月
20
日
（
水
）
美
尻
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

③
６
月
17
日
（
水
）
美
顔
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

④
６
月
24
日
（
水
）
美
顔
コ
ー
ス

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

⑤
７
月
１
日
（
水
）
美
脚
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

⑥
７
月
15
日
（
水
）
美
脚
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
日
程
、
時
間
等
変
更
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
５
０
０
円

６
回
2
，
0
0
0
円
コ
ー
ス
も
あ
り

※
欠
席
、
途
中
で
止
め
ら
れ
た
場
合
で

も
返
金
不
可

　寺
垣
内
の
田
室
ヤ
ス
エ
さ
ん

が
、
２
月
28
日
で
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
村
か
ら
「
百
歳
の

祝
い
金
」
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
十
分
気

を
つ
け
て
頂
き
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

田
室
ヤ
ス
エ
さ
ん
に

百
歳
祝
い
金

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
拡
大

予
防
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
・
延
期
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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今月号の協力隊のつぶやきは
仲奈央子が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その82

　こんにちは！BIYORI
（ビヨリ）の管理人の仲奈
央子です。
　初めて訪れてくれる方
や、お電話でのお問い合わ
せも増えています。
　コーヒーを飲みに来るご
近所さん！お仕事をしに来
る村外の方！得意料理をお
裾分けしてくれるご婦人！
プリンターを活用してくれ
る方！パソコンの使い方の
相談に来てくれる方！学校帰りに顔を出してくれる小学生！「面白い場所見つけた」と言ってくれる隣
町の若者！
　さまざまな方が集まる場所になっています。たまたま同級生と出会ったり、いつもは話さない方と隣
同士で座ってみたり。自然と交流が生まれるBIYORIを、今後ともよろしくお願いします。
　※昨年11月に導入した薪ストーブも、春になり、そろそろ役目を終えます

◎下北山村役場

◎保険センター

〒

★
229

425

( 旧やまびこ寮 )
BIYORI

◎保健センター

◎下北山村役場

ビ ヨ リ

BIYORI
(旧やまびこ寮)

公式フェイスブックをチェック♪
携帯電話のカメラで読み取り→

カフェメニュー

挽きたて豆のコーヒー 300円
紅茶、番茶など 200円

お仕事メニュー
１日使い放題で500円

wi-fi、電源コンセント、フリーキッチン、
フリードリンク、プロジェクター、文房具、
シャワー利用、洗濯機利用など含みます。

※プリンターご利用の場合
モノクロ１枚10円（両面の場合は１枚20円）
カラー１枚30円（両面の場合は１枚60円）

ー

( )

　
下
北
山
村
の
美
し
い
桜
が
今
年
も
き

れ
い
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
4
月

を
迎
え
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ

た
方
も
多
い
の
で
は
？
こ
の
時
期
は
、

慣
れ
な
い
環
境
で
体
調
を
崩
さ
れ
や
す

い
方
も
多
い
で
す
の
で
、
十
分
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

き
れ
い
な
桜
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

【
日
　
時
】
4
月
7
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時

【
場
　
所
】
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】※
送
迎
要
事
前
申
込
み

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

◎
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

　
総
合
健
診
の
申
込
み
は
も
う
お
済
で

す
か
？「
健
診
で
が
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。

早
期
発
見
で
き
て
よ
か
っ
た
」
こ
う

い
っ
た
お
声
を
村
の
中
で
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。

　
健
診
は
1
年
に
1
回
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
広
報
に
申
込
み
用
紙（
黄
色
）

を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
申
込
み

用
紙
に
記
入
の
上
郵
送
し
て
頂
く
か
、

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
診
日
時
】①
5
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
②
5
月
25
日
（
月
）

※
25
日
月
曜
日
は
午
前
7
時
よ
り
早
朝

健
診
を
実
施
。

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
送
迎
あ
り

◎
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど
…
な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
、
肩
こ
り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
日
　
時
】

①
４
月
22
日
（
水
）
美
尻
コ
ー
ス

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

②
５
月
20
日
（
水
）
美
尻
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

③
６
月
17
日
（
水
）
美
顔
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

④
６
月
24
日
（
水
）
美
顔
コ
ー
ス

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

⑤
７
月
１
日
（
水
）
美
脚
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

⑥
７
月
15
日
（
水
）
美
脚
コ
ー
ス

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
日
程
、
時
間
等
変
更
す
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
５
０
０
円

６
回
2
，
0
0
0
円
コ
ー
ス
も
あ
り

※
欠
席
、
途
中
で
止
め
ら
れ
た
場
合
で

も
返
金
不
可

　寺
垣
内
の
田
室
ヤ
ス
エ
さ
ん

が
、
２
月
28
日
で
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
村
か
ら
「
百
歳
の

祝
い
金
」
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
お
身
体
に
十
分
気

を
つ
け
て
頂
き
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

田
室
ヤ
ス
エ
さ
ん
に

百
歳
祝
い
金

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
拡
大

予
防
に
よ
り
、
や
む
を
え
ず
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
・
延
期
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
12
月
に
民
生
委
員
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
が
行
な
わ
れ
、
前
民
生
児

童
委
員
の
小
倉
千
治
さ
ん
が
【
永
年
勤

続
退
任
表
彰
】
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
倉
さ
ん
は
、
多
年
に
亘
り
社
会
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小倉千治さん
全国民生委員児童委員連合会
会長表彰を受賞
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障
が
い
者
は

入
居
で
き

ま
せ
ん

し
ょ
う

聴
覚
に

障
が
い
が

あ
る
人
に

配
慮
が
さ
れ
て

い
な
い…

み
ん
な
で

変
え
て

い
か
な
く

ち
ゃ
！

何
か

お
困
り

で
す
か
？

私
た
ち
に
も

で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん

あ
る
ね

だ
れ
も
が

く
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
だ

ち
ょ
う

し
ょ
う

は
い
り
ょ

か
く

か

な
に

わ
た
し

こ
ま

障
が
い
を

理
由
に

入
居
を
断
る

な
ん
て

し
ょ
う

に
ゅ
う

こ
と
わ

き
ょ

り
ゆ
う

し
ゃ

に
ゅ
う
き
ょ

　今
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

水
道
料
金
が
左
記
の
よ
う
に
値
上
げ
に

な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
負
担
お
か
け

し
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

☆
基
本
料
金
（
20
㎥
未
満
）
　
　

　１
６
４
０
円
／
２
ヵ
月

　
　
　
　
　←

　
１
６
８
０
円
／
２
ヵ
月

☆
超
過
料
金
（
20
㎥
を
超
え
る
分
）

　１
３
３
／
㎥

　
　
　
　←

　
１
３
５
円
／
㎥

問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
（
☎
６―

０
０
１
６
）

４
月
１
日
よ
り

水
道
料
金
を

値
上
げ
い
た
し
ま
す

後期高齢者医療制度加入者のみなさまへ
令和2・３年度後期高齢者医療保険料率
及び軽減制度の改正についてのお知らせ

○保険料を決める基準である保険料率（均等割額と所

得割率）は２年ごとに見直されます。

　令和２・３年度の保険料率は下記のとおりです。

※１令和２年度より本則適用になります。

※２本来は７割軽減ですが、特例措置の見直しにより、

令和２年度は7.75割軽減になります。

※３均等割額の軽減措置のうち、５割軽減と２割軽減

の判定基準所得が拡充されました。

軽減割合

２割軽減

５割軽減

7.75割軽減※2

７割軽減※1
「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、

被保険者全員が年金収入80万円以下（その

他各種所得がない場合）」の世帯

同一世帯内の被保険者と世帯主の

総所得金額等の合計額

上記を除き、「基礎控除額（33万円）」

を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）＋28.5万円※3

×世帯の被保険者数」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）＋52万円※3

×世帯の被保険者数」を超えない世帯

（現行）平成30・令和元年度

・均等割額　45,200円

・所得割率　　8.89％

一人当たり上限 62万円

（改正後）令和2・3年度

・均等割額　48,100円

・所得割率　　9.41％

一人当たり上限 64万円

➡

1．保険料率についての改正

2．均等割額軽減措置の改正

■保険料率

　
初
め
ま
し
て
、
今
回
の
異
動
に
よ
り

天
理
警
察
署
か
ら
寺
垣
内
駐
在
所
に
来

ま
し
た
、
森
本
修
樹
で
す
。

　
駐
在
所
の
勤
務
は
、
約
20
年
ぶ
り
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
、
交
通
の
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
交
通
の
仕
事
も
い
ろ

い
ろ
で
、
小
さ
い
幼
稚
園
児
や
小
学
生

中
学
生
の
交
通
教
室
か
ら
、一
般
社
員
・

高
齢
者
の
交
通
教
室
、
交
通
違
反
の
取

り
締
ま
り
、
交
通
事
故
の
事
件
捜
査
等

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

駐在さん通信駐在さん通信

　
こ
の
異
動
に
よ
り
、
久
し
ぶ
り
に
地

域
に
密
着
し
た
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ

ん
と
し
て
着
任
し
た
の
で
す
が
、
約
20

年
の
月
日
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

埋
め
て
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
の

か
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
私
の
趣
味
と
い
う
か
、
特
技
と
呼
ぶ

べ
き
も
の
は
走
る
こ
と
で
す
。
自
分
の

足
で
一
歩
一
歩
淡
々
と
走
る
こ
と
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
マ
ラ
ソ
ン
）
は
小
学

生
の
時
に
学
校
内
で
の
耐
寒
駆
け
足
か

ら
始
ま
り
、
中
学
生
か
ら
本
格
的
に
ク

ラ
ブ
活
動
を
始
め
、
高
校
・
大
学
そ
し

て
警
察
官
に
な
っ
て
か
ら
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
マ
ラ
ソ
ン
）
は
ず
っ
と
続
け
て
い

ま
す
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
、
汗
を
流
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
家
の
中
よ
り
も
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
雨
が
降
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
外
に
出
て
走
り
回
っ
て
い
た
い
性

格
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
趣
味
は
、
車
や
バ
イ
ク

に
乗
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
足
以
外
で

も
な
ぜ
か
走
っ
て
ば
か
り
の
趣
味
で
、

人
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
ん
な
に
急
い

で
何
処
へ
行
く
の
？
と
言
わ
れ
ま
す

が
、全
く
急
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

体
に
当
た
る
風
・
呼
吸
す
る
時
の
風
の

匂
い
・
風
の
色
・
気
湿
な
ど
四
季
そ
れ

ぞ
れ
の
空
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
な

の
で
、
走
る
だ
け
で
な
く
、
ゆ
っ
く
り

と
散
歩
す
る
の
も
大
好
き
で
す
。

　
こ
こ
下
北
山
村
に
来
て
、
魚
釣
り
や

ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
方
が
多
い
と
聞
き

ま
し
た
。

　
仕
事
と
こ
こ
で
の
生
活
が
落
ち
着
い

た
ら
新
た
な
趣
味
と
し
て
ご
指
導
を
仰

ぐ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
時
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
っ
ぱ
い
趣
味
に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
が
、
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん
か
ら

村
内
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
は
、
今
世
間
を
賑
わ
し
て
い
る

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の

悪
質
な
だ
ま
し
犯
罪
で
す
。
悪
い
や
つ

に
だ
ま
さ
れ
て
、
大
切
な
財
産
・
お
金

を
振
り
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
と
き
は
、
隣
近
所
や
駐
在
所

に
先
に
相
談
し
、
ひ
と
り
で
勝
手
に
判

断
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
交
通
事
故
で
す
。
こ

の
下
北
山
村
は
ご
高
齢
の
方
が
多
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
村
か
ら
悲
惨
な

交
通
事
故
を
無
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
全
国
的
に
見
て
も
高
齢
者
の
交
通
事

故
で
は
被
害
者
・
加
害
者
ど
ち
ら
も
全

世
代
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る
こ
と
な

く
、
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
下

支
え
に
少
し
で
も
お
力
に
な
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
着
任
し
た
ば
か
り
で
、
全
く
村
の
こ

と
を
知
ら
な
い
新
参
者
で
す
が
、
強
く

そ
し
て
優
し
い
地
域
の
お
ま
わ
り
さ
ん

と
し
て
精
一
杯
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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障
が
い
者
は

入
居
で
き

ま
せ
ん

し
ょ
う

聴
覚
に

障
が
い
が

あ
る
人
に

配
慮
が
さ
れ
て

い
な
い…

み
ん
な
で

変
え
て

い
か
な
く

ち
ゃ
！

何
か

お
困
り

で
す
か
？

私
た
ち
に
も

で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん

あ
る
ね

だ
れ
も
が

く
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
だ

ち
ょ
う

し
ょ
う

は
い
り
ょ

か
く

か

な
に

わ
た
し

こ
ま

障
が
い
を

理
由
に

入
居
を
断
る

な
ん
て

し
ょ
う

に
ゅ
う

こ
と
わ

き
ょ

り
ゆ
う

し
ゃ

に
ゅ
う
き
ょ

　今
年
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い

水
道
料
金
が
左
記
の
よ
う
に
値
上
げ
に

な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
負
担
お
か
け

し
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

☆
基
本
料
金
（
20
㎥
未
満
）
　
　

　１
６
４
０
円
／
２
ヵ
月

　
　
　
　
　←

　
１
６
８
０
円
／
２
ヵ
月

☆
超
過
料
金
（
20
㎥
を
超
え
る
分
）

　１
３
３
／
㎥

　
　
　
　←

　
１
３
５
円
／
㎥

問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
（
☎
６―

０
０
１
６
）

４
月
１
日
よ
り

水
道
料
金
を

値
上
げ
い
た
し
ま
す

後期高齢者医療制度加入者のみなさまへ
令和2・３年度後期高齢者医療保険料率
及び軽減制度の改正についてのお知らせ

○保険料を決める基準である保険料率（均等割額と所

得割率）は２年ごとに見直されます。

　令和２・３年度の保険料率は下記のとおりです。

※１令和２年度より本則適用になります。

※２本来は７割軽減ですが、特例措置の見直しにより、

令和２年度は7.75割軽減になります。

※３均等割額の軽減措置のうち、５割軽減と２割軽減

の判定基準所得が拡充されました。

軽減割合

２割軽減

５割軽減

7.75割軽減※2

７割軽減※1
「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、

被保険者全員が年金収入80万円以下（その

他各種所得がない場合）」の世帯

同一世帯内の被保険者と世帯主の

総所得金額等の合計額

上記を除き、「基礎控除額（33万円）」

を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）＋28.5万円※3

×世帯の被保険者数」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）＋52万円※3

×世帯の被保険者数」を超えない世帯

（現行）平成30・令和元年度

・均等割額　45,200円

・所得割率　　8.89％

一人当たり上限 62万円

（改正後）令和2・3年度

・均等割額　48,100円

・所得割率　　9.41％

一人当たり上限 64万円

➡

1．保険料率についての改正

2．均等割額軽減措置の改正

■保険料率

　
初
め
ま
し
て
、
今
回
の
異
動
に
よ
り

天
理
警
察
署
か
ら
寺
垣
内
駐
在
所
に
来

ま
し
た
、
森
本
修
樹
で
す
。

　
駐
在
所
の
勤
務
は
、
約
20
年
ぶ
り
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
、
交
通
の
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
交
通
の
仕
事
も
い
ろ

い
ろ
で
、
小
さ
い
幼
稚
園
児
や
小
学
生

中
学
生
の
交
通
教
室
か
ら
、一
般
社
員
・

高
齢
者
の
交
通
教
室
、
交
通
違
反
の
取

り
締
ま
り
、
交
通
事
故
の
事
件
捜
査
等

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

駐在さん通信駐在さん通信

　
こ
の
異
動
に
よ
り
、
久
し
ぶ
り
に
地

域
に
密
着
し
た
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ

ん
と
し
て
着
任
し
た
の
で
す
が
、
約
20

年
の
月
日
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に

埋
め
て
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る
の

か
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
私
の
趣
味
と
い
う
か
、
特
技
と
呼
ぶ

べ
き
も
の
は
走
る
こ
と
で
す
。
自
分
の

足
で
一
歩
一
歩
淡
々
と
走
る
こ
と
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
マ
ラ
ソ
ン
）
は
小
学

生
の
時
に
学
校
内
で
の
耐
寒
駆
け
足
か

ら
始
ま
り
、
中
学
生
か
ら
本
格
的
に
ク

ラ
ブ
活
動
を
始
め
、
高
校
・
大
学
そ
し

て
警
察
官
に
な
っ
て
か
ら
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
マ
ラ
ソ
ン
）
は
ず
っ
と
続
け
て
い

ま
す
。

　
体
を
動
か
す
こ
と
、
汗
を
流
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
家
の
中
よ
り
も
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
雨
が
降
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
外
に
出
て
走
り
回
っ
て
い
た
い
性

格
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
趣
味
は
、
車
や
バ
イ
ク

に
乗
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
足
以
外
で

も
な
ぜ
か
走
っ
て
ば
か
り
の
趣
味
で
、

人
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
ん
な
に
急
い

で
何
処
へ
行
く
の
？
と
言
わ
れ
ま
す

が
、全
く
急
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

体
に
当
た
る
風
・
呼
吸
す
る
時
の
風
の

匂
い
・
風
の
色
・
気
湿
な
ど
四
季
そ
れ

ぞ
れ
の
空
気
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
な

の
で
、
走
る
だ
け
で
な
く
、
ゆ
っ
く
り

と
散
歩
す
る
の
も
大
好
き
で
す
。

　
こ
こ
下
北
山
村
に
来
て
、
魚
釣
り
や

ゴ
ル
フ
を
し
て
い
る
方
が
多
い
と
聞
き

ま
し
た
。

　
仕
事
と
こ
こ
で
の
生
活
が
落
ち
着
い

た
ら
新
た
な
趣
味
と
し
て
ご
指
導
を
仰

ぐ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
時
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
っ
ぱ
い
趣
味
に
つ
い
て
書
き
ま
し

た
が
、
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん
か
ら

村
内
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
は
、
今
世
間
を
賑
わ
し
て
い
る

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の

悪
質
な
だ
ま
し
犯
罪
で
す
。
悪
い
や
つ

に
だ
ま
さ
れ
て
、
大
切
な
財
産
・
お
金

を
振
り
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
怪
し
い
と
き
は
、
隣
近
所
や
駐
在
所

に
先
に
相
談
し
、
ひ
と
り
で
勝
手
に
判

断
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
交
通
事
故
で
す
。
こ

の
下
北
山
村
は
ご
高
齢
の
方
が
多
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
村
か
ら
悲
惨
な

交
通
事
故
を
無
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
全
国
的
に
見
て
も
高
齢
者
の
交
通
事

故
で
は
被
害
者
・
加
害
者
ど
ち
ら
も
全

世
代
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
る
こ
と
な

く
、
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
下

支
え
に
少
し
で
も
お
力
に
な
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
着
任
し
た
ば
か
り
で
、
全
く
村
の
こ

と
を
知
ら
な
い
新
参
者
で
す
が
、
強
く

そ
し
て
優
し
い
地
域
の
お
ま
わ
り
さ
ん

と
し
て
精
一
杯
活
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和２年 （2020） 月号　No.754

中学校 第56回卒業証書授与式

4

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和２年２月29日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

33）
19）
14）
　17）

人　口
男
女
世帯数

877人
399人
478人
550戸

先月比
7）
5）
2）
4）

（－
（－
（－
（－

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

下
池
原
（
３
月
10
日
）

谷

　口

　マ
ユ
ミ

　さ
ん

奈
良
市
（
３
月
16
日
）

岸

　本

　徹

　史

　さ
ん

ご卒業・ご卒園おめでとうございます
　卒業・卒園のシーズンを迎え、中学校では３月16日、保育所では３月27日
にそれぞれ卒業式・卒園式が行われました。
　４月から新しい学校生活が始まりますね。不安や戸惑いもあると思いますが、
共に過ごした仲間との思い出を胸に、勇気をもって新たな一歩を踏み出してく
ださい。
　特に、中学校を卒業された皆さんはこれまで慣れ親しんだこの下北山村を離
れ、また親元を離れての生活となり、今までと全く違った環境の中で新しい生
活がスタートします。中学校時代に学んだことを自信にして精一杯頑張ってく
ださい。
　なお、卒業・卒園された皆さんは次のとおりです。（敬称略）

中学校
・和田　恵歩
・野田　妃那
・嶋中　来美

保育所
・上平　美怜
・井奥　漣
・峯　一会
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